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静大式微小硬度計
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ζの度ヌープ式徴小便度計ωの製作を試4匹、実用し得るものが完成したりで、ととK簡単K報

告する。

1900年I1:Brineユ111:より考案吉れ、後Vickers.Hockwel1らによ 『て改変古れ

た押込み弐硬度計在、 1939年I'LKnoopらが、徴小企鉱物の硬度を測定するためK改良

した。ω とれは、今まで刻印の面積Kよラていたのを‘刻印白長吉を担旋する事11:.l.l>、微小

、
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第 2幽

な刻印で、硬度を計るようKしたもので串品。との種の徴小硬度計は‘主として、不透明鉱物の

硬芭を計る(1)1て用いられるので、反射顕徴鏡と組み合わせたも白が普通である。 ヌーフ正子は、

タイアモンドを第l凶のようK成形して、金属11:，めとんだもので、 re2図のようK刻印吉れる o

第 2図白AA(1)長吉占を揖隠して、次式Kよれヌ プ磁皮値λN.が求められる。@

又礼=1〆l'cp 

L=街宣(Kg) t=長さ("'" ) Cp=定数

古いライツ社製の反射顕徴鏡と‘タイアモンド製ガラス切りの頭部を利用して、第 3図の よう

K組み立てた。顕徴鋭りステーシ11:.レ ル架台を取り付け、スライデ4 ングステ シを‘台仮

KヲけてDせ右側-cつりた刻印が、顕徴鏡白兵下K来るようレールの長吉を取【た。右側白部

分は‘ダイアそンドtil同1頭部支持俸を よ音量のフロックで支え.フロヲクKガイタ をつけて、

主持俸白回転ぶれを防いた。 土持陣D上端に 、ねじで取bはずしができる伯Ogの鉛のlRりをつ

けた。押上旬弘世は、属高官量鏡の鉱物台の下の、コンデンサー上 F装世を利用し、真鋳占置で右方K

接的しを作担、その先端部11:三又支持台をつけた。とれKよb右側Kきている試料首を、上下で
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きるよう1'1:1..τ、刻印するようKした。

反射顕微鏡はそのまま利用し、マイクロ

メーター・ アイピ スで、刻印長を計測

する。スラ イディングステ-;，;を動かし

て、ー捜i'L5-1Q個の刻印をつけて、順

次長さを測定し、その平均債を求める。

ケントロン社製の微小硬度計を使って、

Bobertson と Van.Meter tJ¥‘ 

48種の鉱物について測定怖を図示した

ものが第4図である。議おは静大式徴小

傾度計を検定するために、それらの内 9

綴を選び、 計測を行在 ~tこ。それぞれの

bノ'e，'を算出して‘第4図中のヌ _7
0

/il!:

度値と比較した。(第 5肉)
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c.e:>グラ 7t!:よ b、静大式徴，j、硬度針。定数Cpを求めると 、Cp=Q23である。えだL、ク

y トロン租製D徴小硬度計D定数は、 Cp=Q07包Sである。第 5図。グラフをみると、静大式

徴小硬度計の測定憶は、クントロン徴小硬度計白ヌープ値と非常忙よ〈対応しτいる。

重た、ヌープ硬度計D本来。刻印頭部は、ダイ 7モンドを、第 1図K示すようt!:(172
0
3Q，

1300
)成 形吉れて率、争、刻印白縦横比は 7; 1ぐらいである。本様。それは、第6図。ょう忙

( 1500， 1300 )であるため、刻印¢縦償比は2; 1ぐbいである。 ζむ圧子は.市販吉れてい

るヌープ圧子ととりかえる Eともできる。己D硬度計は、寸E荷重を 100gと.一定忙しτある

が、必要に応じて、街重盈を変える事ができる。
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電融アルさナF品

'iIi融アルさナd品

測定商
館 5図l硬x度ー値プ

宅告 A 

記号 極度
m Tm 360 8 。 Tc 850 8 

c Gc 自白 8 

口 c 910 ? 
r r 20;0 9 

第 7図

筆者は本械で測定し、第 5園田グラフを舟、、各種鉱物e:>K.N.l直を求めた。〈第5図e:>C同1

及び第7図〉

宗一プ等忙よるヌーフ値は 5-15∞までとされているが、たとえば電融7ルミナ 品目r面

e:> 2()j0 <Dょう匹、それよ P硬い物質Kついても利用できるようである。

品L上白ょ うK簡単で、かつ経費もかからず、高精度目もむを製作するととができたCD-c¥ζζ

K製作D記事を報告する。
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